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市市民民をを中中心心にに組組織織さされれたた「「くくろろいいそそオオペペララををつつくくるる会会」」にによよるる喜喜歌歌劇劇
「「メメリリーー・・ウウィィドドウウ」」がが１１月月２２１１日日��、、黒黒磯磯文文化化会会館館でで公公演演さされれままししたた。。
同同会会ははここれれままででにに「「那那須須野野巻巻狩狩りり」」「「殺殺生生石石物物語語」」ななどど、、創創作作オオペペララのの

上上演演をを重重ねねててききままししたたがが、、今今回回はは本本場場ののオオペペララをを楽楽ししんんででももららおおううとと、、
フフラランンツツ・・レレハハーールル作作のの「「メメリリーー・・ウウィィドドウウ」」にに挑挑戦戦。。
出出演演者者たたちちはは、、華華ややかかなな衣衣装装でで歌歌やや演演技技をを披披露露しし、、名名作作オオペペララのの魅魅力力

的的なな世世界界をを堪堪能能ささせせててくくれれままししたた。。

■■ごごみみののおお話話しし�� …………………………………………………… ２２ｐｐ

■■タタウウンントトピピッッククスス ……………………………………………… ８８ｐｐ

■■くくららししのの情情報報 …………………………………………………………１１００ｐｐ

■■イイベベンントト情情報報 …………………………………………………………１１８８ｐｐ

■■ちちょょっっとと発発見見／／ちちびびっっ子子ススナナッッププ …………２２００ｐｐ

CCOONNTTEENNTTSS［［ももくくじじ］］
「「メメリリーー・・ウウィィドドウウ」」公公演演
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平成17年度は16年度 

対比で2.3％の増、 

13年度との対比では 

4.5％増 

家庭系 
34,000ｔ 
70%

事業系 
14,740ｔ 
30%

有料（10kg50円）で 
処理しています 

現在は無料で 
処理しています 

ご
み
は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
「
一
般
廃
棄
物
」
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
市
が
処
理
を
行
う
の
は
一
般
廃
棄
物
で
す
。

■
産
業
廃
棄
物

産
業
廃
棄
物
と
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」（
通
称
「
廃
掃
法
」）
の
中
で
、『
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生

じ
た
廃
棄
物
の
う
ち
、
燃
え
殻
、
汚
泥
、
廃
油
、
廃
酸
、
廃
ア

ル
カ
リ
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
政
令
で
定
め
る
廃
棄
物
』

と
、
対
象
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

産
業
廃
棄
物
は
、
事
業
者
が
自
ら
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

■
一
般
廃
棄
物
は
家
庭
系
と
事
業
系
の
二
つ

産
業
廃
棄
物
と
定
め
ら
れ
た
以
外
の
廃
棄
物
が
一
般
廃
棄
物

と
な
り
、
市
町
村
が
処
理
を
行
い
ま
す
。
一
般
廃
棄
物
は
「
家

庭
系
」
と
「
事
業
系
」
の
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

▼
家
庭
系
ご
み

日
常
生
活
か
ら
出
る
ご
み
で
、
主
に
家
庭
か
ら
出
ま
す
。

▼
事
業
系
ご
み

事
業
活
動
に
伴
っ
て
出
る
ご
み
で
、
産
業
廃
棄
物
に
該
当
し

な
い
も
の
。
主
に
事
務
所
や
店
舗
か
ら
出
ま
す
。

※
事
業
活
動
に
よ
っ
て
出
る
ご
み
は
、
産
業
廃
棄
物
に
な
る
も

の
と
、
一
般
廃
棄
物
に
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
の
お
話
し
�

市のごみ発生総量（単位：トン）平成１７年度の家庭系ごみと
事業系ごみの割合

問
い
合
わ
せ

本
庁（
黒
磯
）環
境
課
廃
棄
物
処
理
計
画
担
当

�
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ご
み
を
取
り
ま
く

社
会
状
況

大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
そ
し
て

大
量
廃
棄
と
い
う
社
会
シ
ス
テ
ム
の

定
着
に
よ
り
、
生
活
が
豊
か
で
便
利

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
反
面
、
自
然
環
境
の
破
壊
や

地
球
温
暖
化
、
石
油
な
ど
の
天
然
資

源
の
枯
渇
が
表
面
化
し
、
生
物
存
亡

の
危
機
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
９
年
に
京
都
で

開
催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
第

三
回
締
約
国
会
議
で「
京
都
議
定
書
」

が
採
択
さ
れ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
当
然
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

で
も
、
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
い
で
い

る
と
ご
み
は
増
え
る
ば
か
り
で
す
。

国
は
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
法

や
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
、
国

民
や
企
業
に
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ

ク
ル
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
レ
ジ
袋
の
有
料
化
や
家
庭

系
ご
み
の
有
料
化
も
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

那
須
塩
原
市
の
ご
み
の
現
状

市
が
処
理
す
る
ご
み
の
量
は
？

２



無回答 
1.7％ 

農・林・ 
漁業 
6.3％ 

自営の商工、 
サービス業 
8.2％ 

会社員 
24.7％ 

公務員 
5.8％ 自由業 

1.7％ 

主婦 
18.8％ 

パート 
11.2％ 

学生 
1.2％ 

無職 
17.5％ 

その他 
　　2.9％ 

３Ｒの意味は知っているが、 
優先順位があることは知らな 
かった 
　　　　　 

３Ｒの優先順位の内容や 
その理由を知っていた 
　　　　14.3%

無回答 
3.4%

全く知らない 
28.0%

３Ｒの言葉は聞いたこと 
があるが、内容は知らな 
かった 
　　　　 

31.5%

22.8%

アンケートに協力していただいた人は、
おおむね半数が黒磯地区、４割が西那須
野地区、１割が塩原地区で、男性４割女
性６割でした。
年齢も３０歳以上が９０％、住まいは戸建

住宅が８８．６％で、集合住宅（アパートや
マンションなど）は８．６％という結果にな
りました。

３Ｒの優先順位や内容を知
っていたと答えた人は１４．３％
という結果になりました。
市民の皆さんにもっとＰＲ

が必要ということが分かりま
した。いろいろな機会で啓発
活動を行っていきます。

市
の
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画

市
に
お
い
て
も
ご
み
の
減
量
や

リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
「
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
目
標
値
を
定
め
て

実
行
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
２１
年
度
に
稼
動
を

予
定
し
て
い
る
新
し
い
焼
却
場
で

は
、
現
在
三
つ
の
焼
却
場
で
行
っ

て
い
る
処
理
方
法
を
ひ
と
つ
に
統

一
し
て
、
効
率
的
な
収
集
や
ご
み

を
燃
や
す
熱
を
電
気
に
変
え
て
場

内
で
利
用
す
る
こ
と
な
ど
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

アンケート調査協力ありがとうございました
アンケート調査は、ごみ処理に対する市民の皆さんの現状や考えなどを確認し、計画に反映させ
ることを目的としています。同時に、この調査が、皆さんと一緒に「ごみ問題」を考える機会にな
ればと実施したものです。調査結果（抜粋）は、シリーズ「ごみのお話し」の中でお知らせしていき
ます。
調査期間 平成１８年１０月１２日～２６日 調査地域 市全域
調査対象 �満２０歳以上の市民２，０００人 �市内事業所２００カ所
回収結果 �市民対象：７５６件（回収率３７．８％）�事業所：９１件（回収率４５．５％）

項目：お住まいの地区などあなたご自身について
質問：あなたの職業は？

項目：ごみ問題への関心やごみ減量、リサイクル活動について
質問：３Ｒを知っていますか？

３Ｒとは、循環型社会形成推進基本法の中で、�リデュース（発生抑制）ごみを出さない、
�リユース（再使用）繰り返し使う、�リサイクル（再利用）資源として再生利用する、と順
番が決められています。
余分なものを買わない、買ったものは長く使ってごみにならないようにすること、それ

でもごみになるものはリサイクルして、天然資源のムダ使いを減らしましょう。３３３３３３３３３３３３３３３３RRRRRRRRRRRRRRRR
のののののののののののののののの順順順順順順順順順順順順順順順順
番番番番番番番番番番番番番番番番っっっっっっっっっっっっっっっっ
てててててててててててててててて？？？？？？？？？？？？？？？？

３



総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
）））））））））））））））））））））））））））ののののののののののののののののののののののののののの
素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案
ににににににににににににににににににににににににににに
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
ククククククククククククククククククククククククククク
コココココココココココココココココココココココココココ
メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ののののののののののののののののののののののののののの
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
ををををををををををををををををををををををををををを
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
ししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

昨
年
の
１０
月
２２
日
か
ら
１１
月
２２

日
に
か
け
て
「
那
須
塩
原
市
総
合

計
画
基
本
計
画
（
素
案
）」
へ
の

意
見
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
一
人

か
ら
二
件
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

い
た
だ
い
た
意
見
に
対
す
る
市

の
考
え
方
を
次
の
と
お
り
公
表
し

ま
す
。

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

意見総数 ２件 パブリックコメントの閲覧場所
・窓口への提出 ０件 ・企画情報課
・郵 送 ０件 ・西那須野支所総務課
・ファクシミリ ２件 ・塩原支所総務課
・電子メール ０件 ・市のホームページ

http : //www.city.nasushiobara.lg.jp/

※総合計画の審議経過についても、上記の窓口とホームページでご覧になれます。

問い合わせ
企画情報課企画係 �０２８７（６２）７１０６ FAX０２８７（６２）７２２０

E－mail : kikakujouhou@city.nasushiobara.lg.jp

市の考え方

市内には、２５校の小学校と１０校の中学校があります。
学校の規模については、複式学級を含む小規模校から、
西那須野地区の２校のような大規模校までさまざまで
あり、また、通学区については、現在のところ合併前
のものをそのまま踏襲しています。
このため、今年度から立ち上げた小中学校通学区審

議会を通して、児童生徒数の推移や地理的な条件、校
舎の老朽度などを総合的に勘案し、小中学校の規模と
配置について検討を重ねているところです。
ご指摘の地域の学校の新設については、平成２０年度

を目途に出る予定の検討結果を踏まえて、適切に対処
したいと考えています。

意見の要旨

西那須野地区には、西那須
野中学校と三島中学校の２校
がありますが、どちらもマン
モス校です。
黒磯地区の６校と比較する

と、同じ市民であるにもかか
わらず不平等な感じがします。
大田原市の野崎地区に隣接す
る地域に南小学校と西小学校
を対象とした中学校の新設を
検討してください。

市の考え方

市内には、くろいそ運動場やにしなすの運動公園な
ど数多くの運動施設があり、陸上競技をはじめさまざ
まなスポーツに利用されています。また、くろいそ運
動場とにしなすの運動公園、塩原Ｂ＆Ｇ海洋センター
の体育館には、トレーニングルームが完備され、多く
の市民に利用されています。
ご指摘の施設の整備については、多くの費用と相当

の検討期間を要すると思われますので、当面は既存施
設の有効活用を図るとともに、設備の充実に努めてい
きたいと考えています。

意見の要旨

市民の健康を増進し、国民
健康保険や介護保険の給付を
削減するとともに、市民の融
和や青少年の健全育成を推進
するため、多目的陸上競技場
（４００ｍトラック、サッカー、
グランドゴルフ、ゲートボー
ルなどが可能な施設）と、託
児室やマシントレーニングル
ームなどを具備した多目的体
育館を整備してください。

■「学校教育の充実」に関する意見

■「生涯スポーツの振興」に関する意見

今回寄せられた意
見は、計画策定の
参考とするととも
に、今後の市政運
営の参考とさせて
いただきます。

４
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水道料金・下水道使用料・集落排水使用料の
口座振替日が変わります

4月から

現在、地区ごとに口座振替日が違っていますが、４月から全地区で同じ振替日（２６日）になります。
振替日が数日早くなりますので、通帳残高の確認をお願いします。

忘れていませんか？
軽自動車などの異動届

軽自動車税は、毎年４月１日の所有者に課税さ
れます。
軽自動車税の対象となる車両を、他人に譲った
り廃棄した場合には、４月１日までに名義変更や
廃車の手続きを済ませてください。
届け出をしないと、車両を所有していないにも
かかわらず、新年度の軽自動車税が課税されてし
まいます。

確定申告（医療費控除）用
こども医療費助成額確認書を交付します

受付開始日 ２月６日�
受付場所 本庁および各支所の医療給付係、箒根出張所

※確認書の交付については、受付時に
連絡します。

対 象 こども医療費助成を受けている小学１～
３年生の保護者のうち、所得税の確定申
告で医療費控除をする人（ただし、平成
１８年中の医療機関などへの支払分が医療
費控除に該当する場合に限る）

確認書の内容 こども医療費にて助成した金額（助
成見込みを含む）を記入したもの

問い合わせ
本庁（黒磯）保健課医療給付係
�０２８７（６２）７１４３
西那須野支所保健課医療給付係
�０２８７（３６）１１１１（内線１３８）
塩原支所市民保健課医療給付係
�０２８７（３２）５２１６（こども・妊産婦）
�０２８７（３２）２９８８（重心・ひとり親）

本庁舎（黒磯）敷地内の歩道工事を実施します

迷惑をおかけしますが、協力をお願いします。
工事期間 ２月５日�～３月９日�
問い合わせ 財政課管財係 �０２８７（６２）７１１７

再度引落し日

翌月１５日

翌月２７日

口座振替日

２８日

２７日

黒磯地区

西那須野地区

塩原地区 再度引落し日

翌月１５日

口座振替日

２６日
黒磯地区

西那須野地区

塩原地区再度引落し日

翌月１５日

翌月２７日

口座振替日

２８日

２６日

２７日

黒磯地区

西那須野地区

塩原地区

届け出先

本庁（黒磯）課税課
�０２８７（６２）７１７９

西那須野支所税務課
�０２８７（３７）５１０１

塩原支所税務課
�０２８７（３２）２９１０

箒根出張所
�０２８７（３５）２５１１

栃木運輸支局
�０５０（５５４０）２０１９

軽自動車協会

�０２８（６４５）０９５８

車 種

▼原動機付自転車
（１２５ｃｃ以下）

▼小型特殊自動車のうち、
市・町ナンバーのもの

▼二輪
（１２５ｃｃを超えるもの）

▼小型特殊自動車のうち
栃・栃木ナンバーのもの

▼軽自動車

（三輪・四輪）

問い合わせ 水道管理課経営係 �０２８７（３７）５１００・５１９９

変更後（４月から）

※金融機関・郵便局ともに、２６日が休業日の
場合は、翌営業日に振り替えます。

※手続きに必要な書類は、事前に届け出先に確認
してください。

●金融機関 変更前（３月まで）

●郵便局 変更前（３月まで）
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なべ かけ

鍋掛小学校

学
校
紹
介

本
校
は
明
治
６
年
３
月
に
、
鍋

掛
地
区
内
「
正
観
寺
」
を
借
用
し
、

「
日
新
館
」と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

今
年
で
創
立
百
三
十
三
年
に
な

る
、
長
い
歴
史
を
誇
る
学
校
で
す
。

「
日
新
館
」
の
名
称
は
、
会
津

藩
の
藩
学
か
ら
来
た
も
の
で
、
そ

の
意
味
は
「
日
々
新
た
に
し
て
、

寸
時
も
間
断
な
く
精
進
す
る
」
と

い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
昭
和
３５
年
に
現
在
の

地
に
移
転
、
校
名
も
数
回
変
わ
り
、

現
在
の
那
須
塩
原
市
立
鍋
掛
小
学

校
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
新
館
の
こ
の
教
え

は
「
日
新
館
に
続
く
夢
、
歴
史
を

誇
り
綴
り
つ
つ
…
」
と
、
子
ど
も

た
ち
が
元
気
に
歌
う
校
歌
に
、
今

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
校
舎
は
、
平
成
１１
年
に

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
瓦
葺
き
の
屋

根
に
白
い
壁
、
蔵
屋
敷
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
美
し
い
た
た
ず
ま
い
は

青
空
に
映
え
、
那
須
連
山
を
背
景

に
ど
っ
し
り
と
構
え
て
い
ま
す
。

広
い
校
庭
、
整
備
さ
れ
た
花
壇
、

学
校
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
、
市
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
イ

ト
ヨ
の
生
息
す
る
清
川
が
流
れ
、

学
校
を
訪
れ
る
だ
れ
も
が
感
心
す

る
教
育
環
境
の
整
っ
た
学
校
で
す
。

本
校
で
は「
夢
を
は
ぐ
く
む
」を

目
標
に
掲
げ
、
自
分
の
夢
を
も
ち
、

夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
子
ど
も

の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

一
人
一
人
に
確
か
な
学
力
を
付

け
る
た
め
の
授
業
研
究
、
主
体
的

に
取
り
組
み
達
成
感
を
味
わ
う
こ

と
の
で
き
る
学
校
行
事
、
本
物
に

ふ
れ
五
感
を
通
し
て
学
ぶ
体
験
活

動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を

�

所在地 鍋掛１０１９番地
創 立 明治６年３月７日
校 長 増田 眞千子
児童数 ２５０人
教育目標

・自ら学ぶ子
・思いやりのある子
・たくましい子

学

校

じ
ま
ん

６



新規バス路線へ参入を検討する
事業者に、計画の概要書を配布します
市では、現在の市営バスを拡充した新しいバス
路線の運行を計画しています。
新しいバス路線は、市と事業者の協定により、
事業者が主体となって運行する方式とする予定で
す。
このバス路線への参入を検討する事業者に、バ
ス計画の概要書を配布しますので、下記へ問い合
わせてください。なお、正式な事業者の募集は、
後日あらためて行います。
対象事業者 市内において一般乗合旅客自動車運

送事業を営む者、もしくは今回のバ
ス運行にあわせて新たに営もうとす
る者

配 布 期 間 ２月５日�～２０日�
問い合わせ 本庁（黒磯）生活課交通防犯係

�０２８７（６２）７１２７
西那須野支所生活環境課交通防犯係
�０２８７（３７）５１０４
塩原支所生活環境課生活係
�０２８７（３２）２９３９

「唐杉地区」地籍調査の成果が
閲覧できます
平成１７年度に実施した、唐杉地区地籍調査事業
の成果が、国土調査法第１７条の規定により閲覧で
きます。
今回閲覧できる地図および簿冊は、皆さんの協
力により実施した一筆地調査に基づいて作成した
ものです。
閲覧の結果、誤りなどがある場合には、この期
間内に訂正の申し出ができますので、必ず閲覧し
てください。
閲覧期間経過後に、県の認証を受けて法務局に
送付します。法務局では、この成果に基づいて登
記記録の表題部を書き換え、同時に現在の公図に
代って新しい地籍図を備えることになります。
閲覧期間 ２月１４日�～３月５日�の午前９時～

午後５時（土・日曜も閲覧できます）
閲覧場所 本庁（黒磯）農務課（２階）

※注 ２月１４日�・１５日�は唐杉公民
館、また土・日曜は本庁（黒磯）
１階１０１会議室

持参するもの 印かん（認め印）
問い合わせ 農務課地籍調査係 �０２８７（６２）７１６１

農業委員会委員選挙人名簿を縦覧します
１月１日現在で調製した名簿を縦覧します。
縦覧期間 ２月２３日�～３月９日�の午前８時３０

分～午後５時
縦覧場所 選挙管理委員会事務局［本庁（黒磯）２階］
問い合わせ 選挙管理委員会事務局

�０２８７（６２）７１８３

実
現
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
力

を
付
け
さ
せ
て
い
き
た
い
と
、
全

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

毎
年
１１
月
の
第
二
土
曜
に
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
に
よ
る
「
い
き
い
き

ふ
れ
あ
い
祭
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

四
・
五
年
生
が
、
田
植
え
・
稲

刈
り
を
し
て
育
て
た
も
ち
米
を
使

っ
て
行
う
も
ち
つ
き
大
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
よ
る
食
品
バ
ザ
ー
、
一
品
即

売
会
な
ど
、
内
容
は
盛
り
だ
く
さ

ん
で
、
保
護
者
や
地
域
の
方
を
迎

え
て
盛
大
に
行
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
午
前
中
に
学
習
発

表
会
も
行
い
ま
し
た
。
音
楽
や
音

読
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
発

表
や
創
作
劇
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

が
い
き
い
き
活
動
す
る
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

いきいきふれあい祭でのもちつき大会（上）
と学習発表会（下）

ワクワク強歩

７
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「
塩
原
温
泉
湯
っ
歩
の
里
」

来
場
者
１０
万
人
突
破
！！

こども探検隊
「百人一首・琴・お茶」を体験

１月１３日�、いきいきふれあいセンターで“日本の

伝統文化に触れよう！”をテーマに、こども探検隊の

小学生９人が、百人一首・琴・お茶を体験しました。

琴の体験では、実際に付け爪をつけて琴にふれ、さく

らさくらをみんなで演奏しました。

昨年８月に塩原温泉にオープンした大型足湯施設

「塩原温泉湯っ歩の里」の来場者が、１月１３日�に１０

万人を突破しました。

ちょうど１０万人目となったのは、茨城県から家族で

スキーに来ていた山口文吾さん。山口さんは、坪山助

役から記念品などを受け取り、「スキーをやりに塩原

へ来たが、時間があったのでこの施設に立ち寄ってみ

たら、１０万人目というのを聞いてとても驚いた。年の

初めから良いことがあってとてもうれしい」と話して

くれました。

一枚一枚の真剣勝負 ～塩原地区子供会対抗かるた取り大会～
１月８日�、ハロープラザで「平成１８年度塩原地区子供会対抗かるた取り大会」が開催されました。

この大会は、塩原の自然や風土、歴史を詠んだ「塩原かるた」を使用して毎年行われていて、今年は２１チーム

が参加しました。

ピンと張りつめた空気の中、読み手が取り札を読み上げると、子どもたちは素早く取り札を探しだしていました。

今回優勝した「上町和光Ａチーム（写真右）」は、「日ごろの練習の成果が出せてとても良かった。優勝できて本

当にうれしい」と話してくれました。

８
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２７人の新成人が成人式を企画・運営

１月７日�に市内３会場（黒磯文化会館、三島ホール、ハロープラザ）で開催された成人式の企画・運営に、２７

人の新成人が実行委員として協力、成人式記念品選考や各会場のアトラクションの検討、各担当会場の司会進行

や式典運営の役割分担についての打合せを重ねて、式の準備を進めてきました。

実行委員長の津久井要司さんは、「一生に一度の思い出に残る成人式にしたいと思って、実行委員を引き受けさ

せていただきました。実行委員それぞれが役割分担をこなし、各会場とも成功のうちに終わらせることができま

した。自分の参加する成人式にこのような形で関わることができてうれしく思っています」と今回の成人式を終

えた感想を話してくれました。

小正月だんご作り体験 恒
例
の
花
市（
初
市
）が

開
か
れ
ま
し
た

１月１１日�、波立小学校で３・４年生による小正月

のだんご作りが行われました。

同校では毎年この時期に、学校の水田で収穫した米

の粉を使って、全校児童分のだんご作りを行っていま

す。児童は地域のおばあちゃんたちの指導をうけなが

ら、紅・白・緑の三色のだんごをミズキに飾りつけ、

とんぼ飾りを完成させました。

また、飾り付け終了後、作っただんごをみんなで会

食し、小正月の伝統行事を楽しみながら体験しました。

市内各地で新春恒例の花市（初市）が開かれ、家族連

れなどたくさんの人でにぎわいました。

１月１１日�にはＪＲ西那須野駅西口の桜通りで、西

那須野商工会の主催で開催され、お飾りやだるまなど

の縁起物のほか、植木や食べ物を売る露天が所狭しと

並び、活気に溢れました。また、空クジなしの「富く

じ」の販売も行われ、訪れた人たちは新年の運試しに

挑戦していました。

塩原会場では実行委員が受け付け西那須野会場リハーサル風景黒磯地区分科会打ち合わせ会

９



くらしの 
情報 

くらしの 
情報 

２
月
２８
日
は

今
年
度
分
下
水
道
事

業
受
益
者
負
担
金
の

納
期
限
日
で
す

下
水
道
受
益
者
負
担
金
は
、
下

水
道
の
整
備
が
完
了
し
た
地
域
の

土
地
所
有
者
な
ど
の
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
き
、
下
水
道
建
設

費
の
一
部
に
充
て
る
も
の
で
す
。

※
納
付
書
の
再
発
行
が
必
要
な
人

は
、
次
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁（
黒
磯
）下
水
道
課
普
及
係

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
６
８

西
那
須
野
支
所
下
水
道
課
普
及

係
�
０
２
８
７（
３７
）５
１
１
０

塩
原
支
所
建
設
課
下
水
道
普
及

係
�
０
２
８
７（
３２
）２
０
０
０

第
７
回
那
須
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

障
害
の
枠
を
超
え
て

〜
ト
ラ
ウ
マ
が
私
た
ち
の

人
生
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
の
か
〜

現
在
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

「
い
じ
め
」
や
「
不
登
校
」「
家
庭

内
暴
力
」
な
ど
は
、
子
ど
も
た
ち

の
問
題
と
し
て
の
み
で
は
な
く
、

子
ど
も
を
取
り
ま
く
大
人
の
ト
ラ

ウ
マ
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
た
め

に
起
き
て
く
る
問
題
と
も
い
え
ま

す
。
よ
り
良
い
子
育
て
に
つ
い
て

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

と

き

２
月
２５
日
�

午
後
０
時
３０
分
開
場

午
後
１
時
開
演

と
こ
ろ

黒
磯
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

演
題
／
講
師

家
族
が
抱
え
る
問
題
が
つ
く
り

出
す
こ
ど
も
の
ト
ラ
ウ
マ
／
田

中
万
里
子
氏（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
州
立
大
学
名
誉
教
授
）

入
場
料

前
売
券
八
百
円

当
日
券
千
円

※
小
学
生
以
下
無
料

主

催
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
那
須
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

そ
の
他

手
話
通
訳
・
託
児
が
あ
り
ま
す

（
託
児
は
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
）

問
い
合
わ
せ

那
須
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

�
０
２
８
７（
６３
）７
７
７
７

本
庁（
黒
磯
）社
会
福
祉
課
社
会

福
祉
係

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
３
５

映
画
上
映
と
講
演
会

「
日
本
の
農
村
か
ら
発
信
す

る
有
機
農
業
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

�
国
際
農
林
業
協
力
・
交
流
協

会
と
ア
ジ
ア
学
院
共
催
に
よ
る

「
農
」
の
大
切
さ
と
い
の
ち
の
豊

か
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
の
上
映
と
出
演
者

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

食
や
農
の
大
切
さ
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

と

き

２
月
１１
日
�

午
後
０
時
３０
分
開
場

午
後
１
時
開
演

と
こ
ろ

大
田
原
総
合
文
化
会
館

内

容

・
映
画
「
い
の
ち
を
耕
す
人
々
」

・
出
演
者
の
講
演

星
寛
治
氏

（
山
形
県
高
畠
町
有
機
農
業
の

リ
ー
ダ
ー
で
農
民
詩
人
、
農
業

が
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
重
要

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
訴
え

続
け
て
い
る
）

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

ア
ジ
ア
学
院

�
０
２
８
７（
３６
）３
１
１
１

第
６３
回

ち
い
さ
な
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト

と

き

２
月
２８
日
�

午
後
０
時
１０
分
〜
４５
分

と
こ
ろ

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
ロ
ビ
ー

内

容
木
村
義
満
氏
に
よ
る
サ
ク
ソ
フ

ォ
ン
演
奏

主

催
ひ
と
と
き
コ
ン
サ
ー
ト
の
会

問
い
合
わ
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�
０
２
８
７（
７３
）０
０
７
３

■市内の交通事故発生状況

昨年は平成１７年に比べ件数・死傷者数とも減少となりま
したが、依然として薄暮時や夜間の事故、および高齢者の
事故が多くの割合を占める状況にあります。
外出時には明るい色の服装や反射材を着用しましょう。

那須塩原警察署では、昨年に引き続き飲酒運転の取り締
りを強力に実施するとともに、関係機関との連携を強化し、
事故発生状況を踏まえた交通事故抑止対策を行います。

問い合わせ
本庁（黒磯）生活課交通防犯係 �０２８７（６２）７１２７
西那須野支所生活環境課交通防犯係 �０２８７（３７）５１０４
塩原支所生活環境課生活係 �０２８７（３２）２９３９

傷者

６６人

－３５人

８８１人

－１７８人

死者

１人

＋１人

１３人

－４人

事故件数

４８件

－２３件

６６８件

－１００件

１８年１２月中

（前年同月比）

１８年累計

（前年比）

交通事故状況（人身事故）

くく
らら
しし
のの
情情
報報
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市
奨
学
生
募
集

貸
与
の
対
象

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た

は
そ
の
被
扶
養
者

②
高
校
・
高
等
専
門
学
校
・
短
大

・
大
学
・
専
修
学
校
専
門
課
程

に
在
学
ま
た
は
進
学
す
る
人

③
学
術
優
秀
、
品
行
方
正
な
人

④
資
金
が
な
く
修
学
困
難
な
人

募
集
人
数

若
干
名

貸
与
額（
月
額
）

●

高
校
・
高
等
専
門
学
校

一
万

円
●

短
大
・
大
学
・
専
修
学
校
専
門

課
程

三
万
円

返
還
期
間

貸
与
が
終
了
し
た
月

の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
、
貸
与

期
間
の
倍
の
期
間
以
内
に
返
還

し
て
く
だ
さ
い（
無
利
子
）

申
し
込
み

３
月
９
日
�
ま
で
に

教
育
総
務
課
、
各
支
局
教
育
課

へ
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
願
書
は
、
市
内
の
中
学
校
、
那

須
地
区
の
高
校
、
市
教
育
総
務

課（
西
那
須
野
支
所
内
）、
各
支

局
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
総
務
係

�
０
２
８
７（
３７
）５
２
３
１

若
者
就
業
体
験
事
業

受
講
生
・
受
入
企
業

募
集

県
で
は
、
就
職
を
希
望
し
て
い

る
若
者
が
企
業
に
お
い
て
職
場
実

習
を
行
う「
若
者
就
業
体
験
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
体
験
を
希

望
す
る
若
者
と
受
入
協
力
企
業
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

受
講
対
象
者

三
十
五
歳
未
満
の
求
職
者

受
入
企
業

受
講
生
を
受
け
入
れ
で
き
る
県

内
の
企
業

研
修
期
間

五
〜
十
日
間

体
験
先
決
定
方
法

受
講
希
望
者
と
企
業
が
面
談
し
、

双
方
合
意
の
上
決
定

申
込
方
法

申
込
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「W
O
RK
W
O
RK

（
わ
く
わ
く
）

と
ち
ぎ
」（http://w

w
w.tochigi-

w
ork2.net/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
と

ち
ぎ（
と
ち
ぎ
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

〒
３
２
０
―
８
５
０
１

宇
都
宮
市
塙
田
１
―
１
―
２０

栃
木
県
庁
南
庁
舎
２
号
館
１
階

�
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
６

FAX
０
２
８（
６
０
０
）６
７
０
８

※
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

県
労
政
課
雇
用
対
策
担
当

�
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

第2回 消費生活と環境展

２月１８日� 時 間：午前１０時～午後３時
ところ：いきいきふれあいセンター

テーマ：なすしおばらの暮らしと環境を考える
～出来ることから始めよう！～

内 容：消費生活および環境に関する展示・実演・
体験・即売・寸劇など

展示コーナー

▼チラシ利用のかご ▼マイバッグ運動 ▼生活排水か
らの水の汚れ ▼メタボリックシンドロームの予防 ▼

介護保険 ▼住宅用火災警報器 ▼生活設計と老後の資
産設計 ▼身近で役立つお金の知識 ▼食事バランスガ
イド ▼地産地消コーナー ▼食料自給率向上 ▼悪質商
法にだまされないために ▼事業所・施設の紹介 ▼家
庭での地球温暖化防止の取り組み ▼分別でリサイク
ル ▼環境マーク当てクイズ ▼不法投棄の現状と対策

▼不法投棄ごみの実態とクリーン運動 ▼水質調査と
研究 ▼市の動植物の姿 ▼おいしい水 ▼尾瀬の自然 ▼

那珂川・箒川水質の推移 ▼下水道普及ポスター展示

▼光害の体験 ▼犬のしつけ情報 ▼エコロジー商品の
紹介 ▼交通安全・防犯ＰＲほか
実演・体験コーナー

▼手さしの製作 ▼応急処置体験 ▼「８０２０運動」歯の
上手な磨き方指導 ▼健康度チェック（骨密度・体脂
肪測定ほか） ▼模擬介護認定体験 ▼試食（なすひかり・
米粉パン・バランス食・水の飲み比べ）
即売コーナー

▼リサイクル品 ▼産直野菜・農産加工品 ▼五目おこ
わ ▼食堂（うどん）ほか
相談コーナー

▼金融・生活設計相談 ▼介護保険に関する相談 ▼健
康相談 ▼消費生活相談
ステージ

▼クイズにチャレンジ ▼寸劇「もったいないばあさ
んがやってくる」 ▼ワイシャツのアイロンがけ ▼環
境カルタ大会 ▼寸劇「お口元気で歯ッピーライフ」

▼紙芝居「住宅リフォーム詐欺にあわないために」

スタンプラリーに挑戦して、エコロジーな賞品が当たる抽

選会に参加しよう。（先着８００人）

問い合わせ

本庁（黒磯）生活課生活係 �０２８７（６２）７１２６
西那須野支所生活環境課 �０２８７（３７）５１０４
塩原支所生活環境課 �０２８７（３２）２９３９

※催し物の内容は、都合により変更することがあります。

くく
らら
しし
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情情
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市
施
設
振
興
公
社

臨
時
職
員
募
集

勤
務
先
・
業
務
内
容

左
表
の
と
お
り

対

象

市
内
在
住
の
十
八
歳
〜

六
十
二
歳
ま
で
の
男
女

募
集
人
数

各
施
設
と
も
若
干
名

雇
用
期
間

原
則
４
月
１
日
〜
翌

年
３
月
３１
日

賃

金

七
百
六
十
円
／
一
時
間

勤
務
時
間

原
則
一
日
八
時
間（
た
だ
し
、

施
設
に
よ
っ
て
は
交
替
制
に
よ

り
異
な
る
場
合
も
あ
り
）

休

日

指
定
す
る
日

通
勤
手
当

公
社
規
程
に
よ
る

（
片
道
二
キ
ロ
以
上
）

社
会
保
険
関
係

社
会
保
険
お
よ

び
労
働
保
険
加
入

面
接
日

後
日
、
応
募
者
に
連
絡

募
集
期
限

２
月
２３
日
�

申
込
用
紙

本
所
お
よ
び
各
事
業

所
・
黒
磯
文
化
会
館
窓
口
に
あ

り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

�
市
施
設
振
興
公
社
本
所
・
西

那
須
野
事
業
所

�
０
２
８
７（
３６
）４
７
８
５

黒
磯
事
業
所

�
０
２
８
７（
６２
）７
６
０
０

黒
磯
文
化
会
館

�
０
２
８
７（
６３
）３
２
１
９

塩
原
事
業
所

�
０
２
８
７（
３２
）３
０
３
３

「
長
寿
社
会
・
私
の

主
張
」
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
募
集

「
第
二
十
回
全
国
健
康
福
祉
祭

い
ば
ら
き
大
会（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
）」の
一
環
と
し
て
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、
社
会

貢
献
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
、
体

験
を
基
に
し
た
意
見
や
主
張
、

表
題
は
自
由

資

格
六
十
歳
以
上
の
人（
昭
和
２３
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

規

格
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
五
枚
以

内（
縦
書
き
Ａ
４
サ
イ
ズ
）

そ
の
他

応
募
用
紙
に
記
載
の
上

作
品
に
添
付

申
込
期
限

４
月
３０
日
�（
当
日
消
印
有
効
）

申
し
込
み

〒
１
０
５－
８
４
４
６

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
３－

８－

２１
虎
ノ
門
３３
森
ビ
ル
８
階

�

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
「
長

寿
社
会
・
私
の
主
張
」
コ
ン
ク

ー
ル
事
務
局

問
い
合
わ
せ

本
庁（
黒
磯
）高
齢
福
祉
課
高
齢

福
祉
係

�
０
２
８
７（
６３
）７
１
３
７

食
料
品
消
費

モ
ニ
タ
ー
募
集

関
東
農
政
局
で
は
、
食
品
の
安

全
、
規
格
、
表
示
お
よ
び
価
格
動

向
、
食
生
活
な
ど
食
に
関
し
て
、

広
く
消
費
者
の
意
向
を
把
握
す
る

た
め
、
平
成
１９
年
度
の
食
料
品
消

費
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

内

容

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
答（
年

間
四
回
程
度
）

②
食
品
の
規
格
、
表
示
お
よ
び
価

格
に
関
す
る
意
見
な
ど
の
報
告

（
随
時
）

③
関
東
農
政
局
が
行
う
研
修
会
な

ど
へ
の
出
席

募
集
人
数

県
民
十
九
人

応
募
資
格

①
県
内
に
在
住
し
て
い
る
二
十
歳

以
上
の
人（
平
成
１９
年
４
月
１

日
現
在
）

②
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議

員
ま
た
は
職
員
で
な
い
人

③
平
成
１９
年
度
中
に
ほ
か
の
食
生

活
関
係
モ
ニ
タ
ー
に
就
く
予
定

の
な
い
人

④
原
則
と
し
て
、
現
在
農
林
水
産

省
食
料
品
消
費
モ
ニ
タ
ー
で
な

い
人

そ
の
他

謝
金
あ
り

申
込
方
法

は
が
き
、
封
書
ま
た
は
電
子
メ

ー
ル
に
て
①
郵
便
番
号
②
住
所

③
氏
名
④
４
月
１
日
現
在
の
年

齢
⑤
性
別
⑥
職
業
⑦
電
話
番
号

⑧
簡
単
な
応
募
動
機
を
記
入
の

上
申
し
込
む

申
込
期
限

２
月
２８
日
�（
当
日
消
印
有
効
）

選
考
方
法

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
性

別
・
年
齢
・
そ
の
他
を
考
慮
の

上
選
考
し
、
４
月
上
旬
に
連
絡

し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

関
東
農
政
局
栃
木
農
政
事
務
所

消
費
生
活
課
消
費
経
済
係

�
０
２
８（
６
３
３
）３
３
１
１

〒
３
２
０－

０
８
０
６

宇
都
宮
市
中
央
２－

１－

１６

電
子
メ
ー
ル

m
o
nito
r_sho

usei@
kanto

.
m
aff.g

o
.jp

業務内容

施設の管理・清掃

事務補助（４～１０月の
雇用もあり）
施設の管理・清掃
宿直員
事務補助
施設の管理・清掃

施設の管理・清掃
（シフト制）

事務補助
施設の管理・清掃
（４～１１月のみ雇用）
施設の管理・清掃
施設の管理・清掃

清掃

勤務する施設名
三島体育センター
にしなすの運動公園
（プール・体育館・公園）
都市公園

鳥野目河川公園オート
キャンプ場

都市公園

板室健康のゆグリーン
グリーン
板室自然遊学センター
黒磯文化会館

箱の森プレイパーク

遊湯センター
塩原温泉華の湯
公衆トイレおよび道路
清掃

地区

西
那
須
野

黒

磯

塩

原

※事務補助は、エクセル・ワード操作のできる人を募集

期 日 ２月２０日�・２５日�
時 間 午前９時～１１時
ところ 黒磯保健センター
対 象 ３０歳以上の女性
申し込み・問い合わせ
黒磯保健センター
�０２８７（６３）１１００

乳がん検診のお知らせ

くく
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寄 稿

IN
那
須
塩
原

自
然
自
然

2525

宇
都
宮
共
同
高
等
産

業
技
術
学
校

生
徒
募
集

平
成
１９
年
度
に
入
学
す
る
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。

対

象
各
学
科
に
関
連
す
る
事
業
所
な

ど
に
就
職
し
て
い
る
人
ま
た
は

就
職
を
予
定
し
て
い
る
人
。

（
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
関
連
事
業
所
な
ど
に
勤

務
し
て
い
な
い
人
で
希
望
す
る

人
も
相
談
に
応
じ
ま
す
）

募
集
学
科

※
通
学
は
土
曜
の
午
後
の
み
。

特

典
訓
練
終
了
時
の
技
能
検
査
に
合

格
す
る
と
合
格
証
書
が
交
付
さ

れ
、「
技
能
士
補
」
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
国
家
検
定
試
験
の

二
級
技
能
士
受
験
の
と
き
に
、

学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す

申
込
期
限

３
月
１５
日
�

申
込
方
法

宇
都
宮
共
同
高
等
産
業
技
術
学

校
に
、
火
曜
〜
土
曜
の
午
前
１０

時
〜
午
後
４
時
に
直
接
持
参
ま

た
は
郵
送

※
入
学
願
書
や
入
校
案
内
の
書
類

は
郵
送
し
ま
す
の
で
、
左
記
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

宇
都
宮
共
同
高
等
産
業
技
術
学
校

�
０
２
８（
６
２
２
）１
２
７
１

シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

第
３
回
介
護
予
防
運

動
教
室
参
加
者
募
集

と

き
３
月
７
・
１４
・
２８
日
、
４
月
４

日
の
水
曜（
全
四
回
）

・
Ａ
コ
ー
ス

午
前
１０
時
〜
１１
時

３０
分

・
Ｂ
コ
ー
ス

午
後
１
時
３０
分
〜

３
時

と
こ
ろ

シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

対

象
六
十
五
歳
以
上
の
介
護
保
険
を

受
け
て
い
な
い
市
民

定

員

各
コ
ー
ス
十
人

内

容
椅
子
や
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
な
ど

を
使
っ
て
運
動
し
ま
す

※
無
料
送
迎
あ
り
。

参
加
費

一
回
三
百
円

申
込
期
限

２
月
２７
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

�
０
２
８
７（
７３
）２
２
１
０

簡
易
郵
便
局

受
託
者
募
集

日
本
郵
政
公
社
は
、
鍋
掛
地
区

で
新
た
に
簡
易
郵
便
局
を
受
託
で

き
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

黒
磯
郵
便
局

�
０
２
８
７（
６２
）１
５
０
２

●１２月の火災と救急●
火災のテレフォンサービス
�０１８０－９９２００９（黒磯地区）
�０２８７（２２）０１１９（西那須野・塩原地区）
◎火災…建物３件・林野０件・その他０件

Ｈ１８年の累計４６件
◎救急…交通４１件・急病１９６件・その他８６件

Ｈ１８年の累計３，６４１件
問い合わせ
黒磯那須消防組合消防本部 �０２８７（６２）０８６４
西那須野分署 �０２８７（３６）２３００
塩原分署 �０２８７（３２）２９４９

早
春
の
花
を
求
め
て

ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
い
よ
い
よ
花
を
探
し
に
歩
く

季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
よ
う
な
暖
冬
の
年
に
は
、

オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
な
ど
の
雑
草

が
花
を
つ
け
た
ま
ま
春
を
迎
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
月
下
旬
ご
ろ
、
近
所
を
散
歩

し
な
が
ら
道
端
を
見
る
と
、
小
さ

な
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
雑
草
の

生
命
力
の
た
く
ま
し
さ
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
、

オ
オ
バ
コ
（
い
わ
ゆ
る
カ
エ
ル
ッ

パ
）は
、
踏
ま
れ
て
も
大
丈
夫
な

葉
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。雑

草
と
い
っ
て
も
必
ず
名
前
が

あ
り
、
よ
く
見
る
と
か
わ
い
い
花

が
咲
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
近
づ
い

て
見
て
く
だ
さ
い
。
と
は
い
っ
て

も
庭
や
畑
に
た
く
さ
ん
生
え
る
と

困
る
の
で
、
除
草
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

﹇
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ

ア
ブ
ラ
ナ
科
﹈

日
当
た
り
の
よ
い
田
の
あ
ぜ
道

な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
ナ
ズ

ナ
（
い
わ
ゆ
る
ペ
ン
ペ
ン
グ
サ
）は
、

白
い
花
が
咲
き
ま
す
が
、
こ
れ
は

黄
色
い
花
が
咲
き
ま
す
。
名
前
に

イ
ヌ
が
付
く
植
物
は
た
い
て
い
食

べ
ら
れ
な
い
役
に
立
た
な
い
も
の

で
す
。

﹇
ホ
ト
ケ
ノ
ザ

シ
ソ
科
﹈

葉
が
仏
様
の
座
っ
て
い
る
葉
に

似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
が

付
い
た
よ
う
で
す
。
ピ
ン
ク
の
か

わ
い
い
花
で
す
。
春
の
七
草
に
も

こ
の
名
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
は

キ
ク
科
の
コ
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
で
す
。

﹇
ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ

シ
ソ
科
﹈

最
近
、
住
宅
街
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
見
か
け
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

原
産
の
帰
化
植
物
で
す
。
一
つ
だ

け
見
れ
ば
か
わ
い
い
花
で
す
が
、

多
く
の
花
が
ま
と
ま
っ
て
咲
く
様

子
は
あ
ま
り
可
愛
ら
し
く
は
あ
り

ま
せ
ん
ね
。

（
お
さ
む
）

期間

３年

２年

２年

予定
人員

１０人

１０人

１０人

学科

木造
建築科

畳科

建築
設計科

２月の納税
２月２８日が納期限です

固定資産税・
都市計画税

４期
国民健康保険税

８期
～納税は便利な

口座振替で～

イヌナズナ

ホトケノザ

ヒメオドリコ
ソウ

くく
らら
しし
のの
情情
報報
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ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

と

き
２
月
２４
日
�

午
後
１
時
３０
分
か
ら

と
こ
ろ

狩
野
公
民
館

主

催
西
那
須
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会

内

容

・
テ
ー
マ

「
団
塊
の
世
代
と
ま
ち
づ
く
り
」

〜
団
塊
の
世
代
を�

も
っ
た
い
な
い
�

で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
〜

・
講

師

陣
内
雄
次
氏（
宇
都
宮
大
学
教
育
学

部
助
教
授
）

参
加
費

無
料（
誰
で
も
参
加
可
能
）

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

�
０
２
８
７（
３７
）５
３
６
４

ま
た
は
、
各
西
那
須
野
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
務
局
へ

地
域
子
ど
も
教
室
研
修
会

参
加
者
募
集

と

き
２
月
２５
日
�

午
前
１０
時
か
ら

と
こ
ろ

西
那
須
野
公
民
館

内

容

・
テ
ー
マ

「
い
じ
め
に
つ
い
て
」

〜
子
ど
も
の
視
点
か
ら
〜

・
講

師

こ
う
ろ
き

興
梠

寛
氏（
日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
習
協
会
代
表
理
事
）

対

象

市
民
お
よ
び
市
内
勤
務
者

定

員

二
百
人

申
込
期
限

２
月
２２
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

西
那
須
野
公
民
館

�
０
２
８
７（
３６
）１
１
４
３

FAX
０
２
８
７（
３６
）１
４
８
３

生涯学習振興大会を開催します
誰でも自由に参加できます。家族や友人を誘ってぜひ聴きに来てください。
と き ３月３日� 午後１時開会 ところ 黒磯文化会館 大ホール
内 容

○教育関係功労者感謝状贈呈
○体験・事例発表 ・小学生洋上学習体験発表 ・中学生海外派遣研修体験発表

・女性の海外研修体験発表 ・「地域で子どもを守る活動」の事例発表
○記念講演 ※講演の最後に歌の披露もあります。
【テーマ】「心の扉を開いて 子どもたちからのメッセージ」

～伸びゆく芽に、家庭・地域の温かい愛を～
【講 師】千葉紘子氏（歌手・保護司）

歌手であるとともに、法務省保護司、文部科学
省中央教育審議会委員を歴任するなど、ライフ
ワークとして教育・非行問題に取り組んでいる。
これらの活動から、全国各地で子どもと大人の
関わりの大切さについて訴えている。

参加費 無料
問い合わせ 生涯学習課生涯学習係 �０２８７（３７）５３６４ FAX０２８７（３７）５４７９

新
し
い
風

生
涯
学
習

千葉紘子氏

陣内雄次氏

興梠 寛氏

１４



●西那須野地区学校体育施設開放についての利用調整会議を開催します
西那須野地区の学校体育施設を円滑に利用してもらうために、平成１９年度利用調整会議を開催します。
定期的な利用を希望している団体は出席してください。
※代表者が欠席する場合は、代理の人を出席させてください。
※定期利用できる回数は、全施設を合わせて週１回になります。
（グラウンド利用の団体が、雨天時に備えて体育館を予備として同時に借用することはできません）
※今回、会議で調整するのは、平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日の利用希望が対象になります。

問い合わせ スポーツ振興課 �０２８７（３７）５４３９

●スポーツ大会 （�0287）
参加資格・参加費・その他

▲
参加資格 市民および市内勤務・在学者

▲

定 員 なし

▲

種 目 男女シングルス、ダブルス

▲

参 加 費 社会人・大学生 ８００円、高校生 ５００円、

中学生およびダブルスは無料

▲

申し込み・問い合わせ

２／１９�までにスポーツ振興課 �（３７）５４３９へ
詳しくは、

那須塩原市卓球クラブ 菊地 透 �（３７）７６２３へ

▲

参加資格 市民、市内勤務者および那須塩原スキー連盟加盟団体の

スキークラブ会員

▲

定 員 なし

▲

種 目 大回転（レキシントン・アベニュー）１本

▲

参 加 費 高校生以上 ５００円、中学生以下は無料

▲

申し込み・問い合わせ

３／２�までにスポーツ振興課 �（３７）５４３９へ

▲

参加資格 市民および市内勤務者

▲

定 員 ３００人

▲

参 加 費 ３，０００円

▲

プレー費 ７，５００円（セルフプレー） ※別途食事代が必要です。

▲

申込期間 ３／５�～１６�

▲

申し込み・問い合わせ

所定の用紙に必要事項を記入し、参加費（３０００円）を添えて

スポーツ振興課 �（３７）５４３９
黒磯支局教育課 �（６２）７１９５
塩原支局教育課 �（３２）３８１４ のいずれかへ

※申込用紙は、スポーツ振興課・黒磯支局教育課・塩原

支局教育課にあります。

詳しくは、

那須塩原市ゴルフ連盟事務局 千葉俊一 �（６２）０３９４ヘ

ところ

にしなすの運

動公園体育館

ハンターマウ

ンテンスキー

場

塩原カントリ

ークラブ

と き

２／２５�
午前８時４０分から

３／１１�
午前７時３０分から

※現地集合。

３／２５�
午前７時３０分から

名 称

第５６回西那須

野卓球大会

第２回那須塩

原市民スキー

大会

第２回那須塩

原市民ゴルフ

大会

開放日

火～土曜
※体育館利用については、三
島小・槻沢小・東小のみ土
曜の昼間（午前・午後）も利
用可能。

対象施設

グラウンド（那須拓陽高、三島中）

体育館（那須拓陽高、西那須野・三島の両中学
校、三島・槻沢・大山・東・西・南の
各小学校）

ところ

にしなすの運動
公園研修室

と き

３月７日�
午後６時３０分から

３月７日�
午後７時３０分から

１５



オ
セ
ロ
・
将
棋
大
会
参
加
者
募
集

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
で
は
、
オ
セ
ロ
・
将

棋
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
将
棋
大
会
】

と

き
２
月
２５
日
�

午
前
９
時
か
ら

と
こ
ろ

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

対

象

市
民
お
よ
び
市
内
勤
務
者

内

容

小
学
生
の
部

一
般
の
部（
中
学
生
以
上
）

申
込
期
限

２
月
２１
日
�

【
オ
セ
ロ
大
会
】

と

き
３
月
４
日
�

午
前
９
時
か
ら

と
こ
ろ

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

対

象

市
民
お
よ
び
市
内
勤
務
者

内

容

小
学
生
の
部

一
般
の
部（
中
学
生
以
上
）

申
込
期
限

２
月
２８
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

�
０
２
８
７（
３５
）２
０
０
６

那
珂
川
「
雪
の
楽
校
」

参
加
者
募
集

と

き

２
月
１７
日
�
〜
１８
日
�

（
一
泊
二
日
）

と
こ
ろ

・
大
沼
園
地（
市
内
）

・
那
須
オ
オ
シ
マ
フ
ォ
ー
ラ
ム（
那
須

町
）

主

催

那
珂
川
流
域
連
携
協
議
会

対

象
小
学
四
年
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の

児
童
・
生
徒
と
そ
の
保
護
者

定

員
約
三
十
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

内

容
雪
上
体
験
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、
内
容
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費

四
千
円

※
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

２
月
１０
日
�

申
込
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

申
込
場
所
へ
申
し
込
む

※
用
紙
配
布
場
所
お
よ
び
申
込
場
所

企
画
情
報
課

西
那
須
野
支
所
総
務
課

塩
原
支
所
総
務
課

箒
根
出
張
所

※
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
情
報
課
企
画
係

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
０
６

図
書
館
だ
よ
り

●
黒
磯
図
書
館

◆
お
話
会

と

き

２
月
１０
日
・
１７
日
の
土
曜

午
後
２
時
か
ら

内

容

絵
本
や
紙
芝
居
を
使
っ
た

楽
し
い
お
話

◆
お
話
し
と
わ
ら
べ
う
た
の
会

と

き

２
月
１５
日
・
３
月
１
日
の

木
曜

午
前
１１
時
か
ら

内

容

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
対
象

の
わ
ら
べ
歌
と
読
み
聞
か
せ

◆
映
画
会（
児
童
向
け
）

と

き
毎
週
日
曜

午
前
１０
時
か
ら

※
毎
回
違
っ
た
作
品
を
上
映
し
ま
す
。

◆
お
楽
し
み
会

と

き

３
月
３
日
�

午
後
１
時
３０
分
か
ら

内

容

お
話
し
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

問
い
合
わ
せ�

０
２
８
７（
６３
）９
０
３
１

●
西
那
須
野
図
書
館

◆
か
み
し
ば
い

毎
週
日
曜
の
午
後
２
時
か
ら
「
お

は
な
し
室
」
で
開
催
中
。
参
加
費
は

無
料
で
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
に
な
り
ま
す
。

と

き

２
月
２０
日
�
〜
２３
日
�

問
い
合
わ
せ�

０
２
８
７（
３６
）６
０
０
１

●田舎ランド鴫内３月の体験活動・教室参加者募集
施設の貸し出しも行っています。子ども会育成会や総合学習、自主グループなどの活動の場としても利
用できます。（市営バス「湯宮線」田舎ランド前下車） ※各教室で使用する材料費は自己負担となります。

申し込み・問い合わせ 田舎ランド鴫内 �０２８７（６８）７００６ または黒磯支局教育課 �０２８７（６２）７１９５

内 容
原木切り、窯入れ
窯だし、くし芋焼き
手打ちそばをつくろう
手打ちうどんづくりと、食の体験
隠れ家の点検
チョコレートケーキをつくろう
どんなピザができるかな

と き

午前９時３０分から

３日�
１０日�
１０日�
１１日�
１７日�
１８日�
２４日�

事 業 名

炭焼き教室

手打ちそば教室 ※
手打ちうどん教室 ※
山がっこう探検隊
パンつくり教室 ※
ピザつくり教室 ※
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●
第
２
回
読
書
感
想
画
・
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

市
内
の
小
中
学
生
か
ら
、
た
く
さ

ん
の
作
品（
感
想
画
・
二
百
二
十
一
点
、

感
想
文
・
三
百
十
二
点
）が
寄
せ
ら
れ
、

次
の
児
童
・
生
徒
が
各
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
入
選
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

展
示
場
所
／
期
間

・
西
那
須
野
図
書
館

２
月
１０
日
�
ま
で（
展
示
中
）

・
塩
原
図
書
館

２
月
１４
日
�
〜
２５
日
�

※
黒
磯
図
書
館
で
の
展
示
は
終
了
し
ま

し
た
。

※
市
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。

（http
://w
w
w
2.city.nasushio

b
ara.

lg
.jp
/to
sho
kan/

）

◎
感
想
画
・
小
学
生
の
部

《
一
年
》

最
優
秀
賞

�
嶋
優
匠（
埼
玉
小
）

優
秀
賞

小
室
咲
季（
黒
磯
小
）、
塩
谷
幹
太

（
豊
浦
小
）、
小
瀧
敦
史（
鍋
掛
小
）、

平
山
剛（
寺
子
小
）、
佐
藤
尋
時

（
青
木
小
）

《
二
年
》

最
優
秀
賞

薄
井
勇
大（
金
沢
小
）

優
秀
賞

鈴
木
歩
乃
佳（
稲
村
小
）、
佐
藤
海

希
哉（
東
原
小
）、
本
澤
龍
太
郎

（
大
原
間
小
）、
満
永
知
香（
東
小
）、

金
田
怜（
塩
原
小
）

《
三
年
》

最
優
秀
賞

遠
藤
陽
介（
三
島
小
）

優
秀
賞

福
田
梨
奈（
黒
磯
小
）、
藤
田
栞
菜

子（
東
原
小
）、
木
村
花
野（
豊
浦

小
）、
榊
原
澪
奈（
鍋
掛
小
）、
佐
々

木
彩
伽（
塩
原
小
）

《
四
年
》

最
優
秀
賞

鈴
木
佳
央
梨（
寺
子
小
）

優
秀
賞

伊
藤
拓
末（
稲
村
小
）、
井
村
み
さ

き（
豊
浦
小
）、
小
池
太
郎（
槻
沢

小
）、
萩
原
健
太（
槻
沢
小
）、
市

川
瑠
梨（
関
谷
小
）

《
五
年
》

最
優
秀
賞

鈴
木
美
早
妃（
共
英
小
）

優
秀
賞

荒
木
悟（
黒
磯
小
）、
岡
村
愛
美

（
黒
磯
小
）、
月
井
情（
稲
村
小
）、

冨
田
結
花（
東
小
）、
羽
石
理
紗

（
大
山
小
）

《
六
年
》

最
優
秀
賞

藤
田
隼
輔（
東
原
小
）

優
秀
賞

笹
沼
莉
奈（
東
原
小
）、
大
藏
実
可

（
三
島
小
）、
渡
辺
柚
菜（
東
小
）、

柿
本
真
子（
関
谷
小
）、
相
馬
佳
奈

（
大
貫
小
）

◎
感
想
文
・
小
学
生
の
部

《
一
年
》

最
優
秀
賞

国
広
拓
也（
埼
玉
小
）

優
秀
賞

大
塚
瑛
介（
稲
村
小
）、
矢
萩
涼

（
共
英
小
）、
薄
井
莉
圭（
鍋
掛
小
）、

平
山
剛（
寺
子
小
）、
佐
々
木
蒼
仁

（
三
島
小
）

《
二
年
》

最
優
秀
賞

小
田
広
夢（
黒
磯
小
）

優
秀
賞

下
山
舞
乃（
東
原
小
）、
�
木
み
の

り（
波
立
小
）、
郡
司
有
紗（
槻
沢

小
）、
鈴
木
康
弘（
東
小
）、
野
村

来
雛（
大
山
小
）

《
三
年
》

最
優
秀
賞

山
地
拓
海（
稲
村
小
）

優
秀
賞

矢
賀
部
元
響（
稲
村
小
）、
浅
野
友

汰（
東
原
小
）、
鈴
木
翼（
共
英
小
）、

後
藤
優
花（
大
山
小
）、
小
林
あ
か

り（
横
林
小
）

《
四
年
》

最
優
秀
賞

吉
田
真
珠（
豊
浦
小
）

優
秀
賞

渡
辺
真
由（
稲
村
小
）、
堀
内
景
太

（
共
英
小
）、
上
山
将
史（
鍋
掛
小
）、

橋
本
彩
乃（
三
島
小
）、
村
井
克
彦

（
南
小
）

《
五
年
》

最
優
秀
賞

阿
久
津
佑
太
朗（
黒
磯
小
）

優
秀
賞

平
川
真
子（
共
英
小
）、
宮
本
真
希

（
共
英
小
）、
鈴
木
真
子（
波
立
小
）

若
林
達
也（
穴
沢
小
）、
小
坪
直
央

（
三
島
小
）

《
六
年
》

最
優
秀
賞

大
森
糸
織
絢（
黒
磯
小
）

優
秀
賞

�
塩
未
貴（
東
原
小
）、
高
根
沢
彩

花（
穴
沢
小
）、
渡
瀬
珠
実（
東
小
）、

小
暮
み
な
み（
西
小
）、
君
島
英
恵

（
関
谷
小
）

◎
感
想
文
・
中
学
生
の
部

《
一
年
》

最
優
秀
賞

森
本
聖
也（
西
那
須
野
中
）

優
秀
賞

佐
川
裕
也（
黒
磯
中
）、
大
野
優
奈

（
黒
磯
中
）、
石
川
冴
子（
厚
崎
中
）、

薄
葉
京（
東
那
須
野
中
）、
桜
井
亮

輔（
塩
原
中
）

《
二
年
》

最
優
秀
賞

井
上
芹
香（
日
新
中
）

優
秀
賞

小
山
美
穂（
黒
磯
北
中
）、
石
田
祥

大（
日
新
中
）、
鈴
木
友
梨（
東
那

須
野
中
）、
田
代
恵
理（
三
島
中
）、

大
山
順
平（
塩
原
中
）

《
三
年
》

最
優
秀
賞

福
田
理
英（
黒
磯
中
）

優
秀
賞

渋
江
な
す
の（
黒
磯
中
）、
菊
池
英

里（
厚
崎
中
）、
中
塔
和
平（
厚
崎

中
）、
田
崎
千
春（
日
新
中
）、
櫛

田
歩
未（
東
那
須
野
中
）【

敬
称
略
】

問
い
合
わ
せ

黒
磯
図
書
館

�
０
２
８
７（
６３
）９
０
３
１

西
那
須
野
図
書
館

�
０
２
８
７（
３６
）６
０
０
１

塩
原
図
書
館

�
０
２
８
７（
３５
）２
０
０
６
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那須野が原博物館 �０２８７（３６）０９４９
ホームページアドレス
http : //www2.city.nasushiobara.lg.jp/hakubutsukan/

黒磯文化会館
�０２８７（６３）３２１９

ホームページアドレス http://www.kurobun.com/

■企画展 「春節の祈り－中国・年画と紙馬の世界－」
いよいよ開幕！ ２月１０日（土）から

今回の展覧会では、中国の民間で流布し
ていた春節に飾る年画と、現在でも中国で信仰されている紙馬を
展示します。年画は、新たな年を祝い祈るためのもので、中国の
庶民に広く親しまれてきました。特に新年を迎える時に、家の門
や部屋・窓などに貼り付けるもので、これらの年画は、内容も形
式も多彩であり、中国の豊かな庶民文化を物語っています。
このたびは中国の年画やベトナムのドンホー年画など１４地域の

年画を紹介します。期待してください。
展示解説 ２月１８日�・３月１１日� 午後２時から
※観覧料が必要です。

■記念講演会受講者募集中
期日／テーマ／講師
・２月１７日� ／「年画の歴史と技法」／河野 実氏
・３月３日� ／「雲南の民間信仰と甲馬子」／川野明正氏
時 間 各回午後１時３０分～３時３０分
ところ／定員 博物館研修室／７０人
申し込み 博物館へ（受講料無料）

■那須野が原をさぐる ～平成１８年度地域研究発表会受講生募集～

那須野が原博物館客員研究員による調査研究の成果を発表しま
す。地域の自然に関心のある人はぜひ参加してください。
と き ３月１０日� 午後１時３０分～３時４０分
ところ 博物館研修室
テーマ／講師
・『ハナバチ類の生態－千本松牧場のハナバチ類調査を軸として－』／
松村 雄氏

・『那須野が原に見られるアメリカザリガニの変異』／堀彰一郎氏
申し込み 博物館へ（受講料無料）

■日新の館 企画展「高橋由一石版画の世界・福島」開催！
２月２１日�～４月２２日�
近代洋画の祖として知られる高橋由一が、三島通庸の依頼で制

作した「三県道路完成記念帳」のうち福島県を描いた５３図を紹介
します。
観 覧 料 無料
問い合わせ 日新の館 �０２８７（６４）１３４３（毎週月曜・祝日休館）

■香田 晋コンサート
５月１３日�
午後１時３０分開場
午後２時開演
大ホール
全席指定
Ｓ席 ５，０００円
Ａ席 ４，０００円

※友の会会員はＳ席のみ
５００円割引き

チケット発売日
２月２３日�午前１０時から一斉発売開始
※未就学児は入場できません。

■エッグコンサート
10th Anniversary

２月１８日（日）
午後１時３０分開場
午後２時開演
小ホール
入場無料

ゲスト Ken木村氏（ピアニスト）（写真）

出 演 金子哲也（那須塩原ロイヤルアン

サンブル）、小松欣之（黒磯リコー

ダーくらぶ）、西條百合恵（ピアノ）、

白根亜希子（ピアノ）、佐藤初美

（那イ須オカリーナ）、山口和之

（ピアノ）

※出演を予定していた磯良子（ソプラノ）は

都合により出演できなくなりました。

■劇団飛行船マスクプレイミュージカル
「おじゃる丸」～チケット好評発売中～

２月２４日�
午前１１時３０分開演
大ホール
全席指定 Ｓ席２，５００円

Ａ席２，０００円
Ｂ席１，５００円

※友の会会員はそれぞれ２００円引き。

※３歳以上有料。子どもも大人と同一料金。

託児あります（子ども一人３００円）。公演２

週間前までに申し込んでください。

�犬丸りん・NHK・NEP
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那須野が原ハーモニーホール �０２８７（２４）０８８０
ホームページアドレス http : //www.nasu-hh.com/

入場整理券配布中

【那須野が原ハーモニーホール 合唱団養成講座】
那須野が原少年少女合唱団第２９回定期演奏会
那須野が原ハーモニーホール合唱団第２回
定期演奏会
２月２４日�／午後２時開演／大ホール
入場整理券が必要です（無料）
プログラム
小学唱歌メドレー（子供の四季）、耳をすましてごら
ん、明日もいいことあるように ほか〈少年少女合
唱団〉
なつかしき愛、鐘の音、アヴェ・ヴェルム・コルプ
ス、ハレルヤ・コーラス ほか〈ハーモニーホール
合唱団〉

「美しい星に」から〈合同演奏〉
合唱指揮 佐藤 綾、荻野久一
ピアノ 小瀧晴美、中村洋子

チケットあります！

【子ども・ファミリーシリーズ】
劇団らくりん座公演 「島ひきおに」
３月１６日（金）／午後６時３０分開演／小ホール
全席自由 大人 ２，０００円

子ども（３歳以上）・学生 １，０００円
※３歳未満の入場はできません。

HIROSHI PIANO LIVE 2007
♪ピアニスター ＨＩＲＯＳＨＩのライブです。右

手でポップス、左手でクラシックを同時に演奏する奇
想天外なピアノサウンドをお楽しみください。

３月２０日�
午後６時３０分開演
大ホール
全席指定
大人 Ｓ席 ２，４００円

Ａ席 １，８００円
学生（小学生以上）
各大人料金の半額

友の会優先電話予約 ３月１日（木）午前９時から
一般チケット発売 ３月３日（土）午前９時から

【�地域創造助成事業】
わらび座公演 ミュージカル「義経」

♪「悲運の英雄」

として、今なお日

本人に愛される源

義経。ともすれば、

「英雄像」「悲劇性」

ばかり注目されま

すが、「英雄・義

経」の面ではなく、

人間的な弱さを持

ちながら生を渇望した「人間・義経」の姿を描いた

作品です。期待してください。

５月２０日�
２回公演 ①午後２時開演 ②午後６時３０分開演
小ホール
全席指定 大人 Ｓ席 ３，０００円 Ａ席 ２，０００円

学生（小学生以上）大人料金の半額
※未就学児の入場はできません。

公開ワークショップ参加者募集

♪ミュージカル「義経」に出演する役者が劇中よ

り抜粋した場面を使い、ミュージカルの基礎などを

指導する公開ワークショップを次のとおり実施しま

す。

実施日
①ハーモニーホール ４月２１日�午後２時から

②黒磯文化会館 ４月２１日�午後６時３０分から

内 容（会場によって異なります）

①ハーモニーホール

発声、演技、踊り、歌唱などミュージカル全般

②黒磯文化会館

ミュージカル歌唱中心

指 導 わらび座の役者

このワークショップで指導を受けてみたい人は、

下記により申し込んでください。

申し込み ３月３日�～３月１７日�
申込場所 那須野が原ハーモニーホール事務室へ

対 象 受講時小学４年以上

募集人数
①ハーモニーホール 先着３０人

②黒磯文化会館 先着２０人

参加費 無料

※電話による申し込みはできません。

臨時休館のお知らせ

２月２６日�・２７日�の２日間

は館内衛生防除のため臨時休館

します。貸館およびチケット予

約・販売などの業務も休みとな

ります。不便をおかけしますが、

よろしくお願いします。

ピアニスター HIROSHI

公演風景
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塩原八幡宮 

しお ばら はち まん ぐう ほん でん

塩原八幡宮（本殿）
創建は大同２（８０７）年とされていますが、「幕岩村正八

よりよし

幡宮略縁起」によると、康平元（１０５８）年、源頼義と嫡子
よしいえ あべのさだとう

の義家が前九年の役の際に、奥州の安倍貞任討伐のため、

この八幡宮に立ち寄り、戦勝祈願をして社殿を再興した

とされています。
よりまさ

その後、治承４（１１８０）年に源頼政一族が、神前に鎧兜
ありつな

を奉納、文治３（１１８７）年には源有綱（源義経の腹心）が訪

れ、八幡宮に参拝しました。後に有綱はこの八幡宮の側

神として祀られました。

塩原八幡宮は、歴代の塩原領主や藩主に守られ、また、

地域の人々に尊敬されながら、塩原の村杜として現代に

伝えられています。寛政１０（１７９８）年、時の宇都宮藩主戸

田越前守の許しを得て再建されました。

けやき造、間口１間、奥行１間、流れ造りの厚板葺き

屋根。 （塩原町の文化財より）

■所在地 中塩原１１

案内図

このコーナーでは３歳未満のお子さんの写真を募集

しています。住所・氏名（ふりがな）・性別・生年月日

と連絡先（電話番号）に短いコメント（２０字以内）を添え

て、秘書課広報広聴係へ。 �０２８７（６２）７１０９

広報なすしおばら Ｎｏ．５１（平成１８年２月５日） ◇発行・那須塩原市 ◇編集・企画部秘書課 �０２８７（６２）７１０９ 〒３２５‐８５０１ 那須塩原市共墾社１０８‐２

平成５（１９９３）年３月３１日市指定有形文化財（建造物）
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